
『
日
本
語
学
論
集
』
第
一
一
号

二
O
一
五
年
三
月

三
巻
本

『
色
葉
字
類
抄
』

人
事
部
・
辞
宇
部
の
性
質

藤

本

灯

一
、
は
じ
め
に

院
政
期
に
成
立
し
た
三
巻
本
『
色
葉
宇
類
抄
』
(
以
下
、
字
類
抄
)

の
分
類
方
法
は
、
イ
ロ
ハ
引
き
の
下
位
に
『
和
名
類
衆
抄
』
と
同
じ
く

伝
統
的
な
意
義
分
類
(
「
天
象
」
「
動
物
」
等
)
を
施
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
意
義
分
類
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
従
来
十
分
に
検
討
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
面
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
意
義
分
類
二
一
部
の
中
で

も
一
見
収
録
語
の
特
徴
が
明
瞭
で
な
い
(
一
方
で
は
互
い
に
収
録
語
が

重
複
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
)
「
人
事
」
「
辞
宇
」
両
部
に
収
録
さ
れ
た

語
を
取
り
上
げ
、
そ
の
性
質
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、
字
類
抄
編
者

・
橘
忠
兼
の
編
纂
方
針
に
迫
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
本
研
究
の
目
的
と
方
法

さ
て
、
本
書
「
人
事
」
「
辞
字
」
各
部
に
収
録
さ
れ
た
語
は
、
具
体

的
に
は
例
え
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

口
人
事
部

*
{
子
類
抄
の
掲
出
順
に
掲
げ
た
。
丸
括
弧
内
は
主
に
第
一

位
掲
出
字
、
/
は
改
行
を
示
す
。
異
体
字
は
通
行
宇
に

改
め
た
。

[
イ
篇
]
イ
ク
(
生
)
・
イ
ヌ
/
又
ヌ
/
イ
ネ
タ
リ
(
寝
)
・
イ
ム

(
姪
)
・
イ
ケ
リ
(
穀
)
・
イ
ノ
チ
(
書
)
・
イ
ヤ
シ
(
賎
)
・
イ
キ
ス

(
嘘
)
・
イ
タ
ム
/
イ
タ
シ
(
痛
)
・
イ
コ
フ
(
息
)
・
イ
ト
マ

(
暇
)
・
イ
カ
ル
(
眠
)
・
イ
サ
ム
/
又
イ
マ
シ
ム
(
諌
)
・
イ
サ
ム

(
勇
)
・
イ
ミ
ナ
(
講
)
・
イ
ラ
フ
(
聾
)
・
イ
ツ
ク
/
イ
モ
ヰ

(
鷲
)
・
イ
ツ
ル
/
又
ヨ
コ
ヤ
イ
ル
(
文
射
)
・
イ
キ
オ
ヒ
(
勢
)
・

イ
ヒ
ウ
ヱ
(
畿
)
・
イ
タ
ハ
ル
/
又
イ
タ
ハ
シ
(
努
)
・
イ
タ
ハ
シ

(
憂
)
・
イ
ツ
ハ
ル
/
イ
タ
ハ
リ
(
偽
)
・
イ
テ
マ
ス
(
幸
)
・
イ
ト

ク
ル
/
又
イ
ト
ヒ
ク
(
綱
)
・
イ
ト
ヨ
ル
(
椿
)
・
イ
シ
カ
キ
(
石

間
)
・
イ
ミ
サ
ス
(
致
粛
)
・
イ
コ
モ
ル
(
驚
龍
)
・
イ
チ
ナ
リ

(
逸
)
・
イ
ト
ケ
ナ
シ
(
幼
)
・
イ
ヤ
シ
ク
モ
(
荷
)
・
イ
キ
ト
ホ
リ

/
イ
キ
ト
ホ
ル
(
欝
)
・
イ
キ
シ
カ
ク
(
嘘
)
・
イ
ク
サ
タ
チ
(
師
)

・
イ
シ
ハ
シ
キ
(
膳
・
石
地
・
石
弾
)
・
イ
ト
ア
ハ
ス
(
綜
糸
)
・
イ

チ
ヲ
ツ
テ
ウ
(
萱
越
調
)
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口
辞
宇
部
*
同
右

[
ム
篇
]
ム
ス
(
将
)
・
ム
ス
(
蒸
)
・
ム
ネ
(
宗
)
・
ム
ク
(
醸
)
・
ム

ヘ
(
宜
)
・
ム
ク
フ
(
酬
)
・
ム
シ
ル
(
若
)
・
ム
シ
ロ
(
寧
)
・
ム
カ

フ
/
ム
カ
へ
(
迎
)
・
ム
ナ
シ
(
空
)
・
ム
ス
フ
(
結
)
・
ム
マ
シ

(
焚
)
・
ム
ハ
ブ
(
奪
)
・
ム
へ
ナ
フ
(
諾
)
・
ム
シ
カ
ム
(
触
)
・
ム

ク
メ
ク
(
摂
)
・
ム
ヘ
ナ
リ
(
[
且
)
・
ム
ツ
カ
シ
(
轟
)
・
ム
ラ
カ
ル

(
群
)
・
ム
チ
ウ
ツ
(
策
)
・
ム
ネ
ウ
ツ
(
撃
)
・
ム
ス
ホ
ル
(
嬬
)

[
サ
篇
]
サ
キ
(
先
)
・
サ
ス
(
指
)
・
サ
ク
(
開
)
・
サ
ク
(
折
)
・
サ

ル
/
又
サ
ク
(
去
)
・
サ
シ
/
セ
ハ
シ
(
狭
)
・
サ
イ
(
災
)
・
サ
レ

(
部
)
・
サ
カ
ユ
(
築
)
・
サ
カ
フ
(
逆
)
・
サ
タ
ム
/
又
サ
タ
シ
/

(
定
)
・
サ
ク
ル
(
決
)
・
サ
グ
ル
(
探
)
・
サ
ガ
ス
(
涼
)
・
サ
ラ
ス

(
曝
)
・
サ
¥
ク
(
捧
)
・
サ
ッ
ク
(
授
)
・
サ
ガ
ル
(
下
)
・
サ
¥
フ

(
支
)
・
サ
ハ
ル
/
サ
フ
(
障
)
・
サ
カ
ル
(
避
)
・
サ
ミ
ス
(
禰
)
・

サ
ラ
ニ
(
更
)
・
サ
ガ
シ
(
阻
)
・
サ
ン
ズ
(
散
)
・
サ
ソ
フ
(
誘
)
・

サ
ラ
フ
(
擢
)
・
サ
マ
ス
(
除
)
・
サ
マ
ス
(
鴻
)
・
サ
カ
ブ
(
堺
)
・

サ
ツ
ス
(
察
)
・
サ
カ
ツ
(
擢
)
・
サ
キ
タ
ツ
(
先
)
・
サ
カ
リ
/
サ

カ
リ
ナ
リ
(
盛
)
・
サ
シ
ヲ
ク
(
閣
)
・
サ
イ
キ
ル
(
逝
)
・
サ
カ
サ

マ
(
逆
)
・
サ
マ
タ
ク
(
妨
)
・
サ
ヱ
ツ
ル
(
暢
)
・
サ
ヤ
カ
ニ
/
サ

カ
リ
ナ
リ
(
亮
)
・
サ
ウ
サ
シ
(
寂
)
・
サ
シ
ハ
ル
(
楼
)
・
サ
パ
ラ

カ
(
正
)
・
サ
ス
ラ
フ
(
伶
)
・
サ
シ
タ
ツ
(
柱
)
・
サ
カ
マ
キ

(
濁
)
・
サ
シ
ハ
サ
ム
(
挿
)
・
サ
シ
マ
ワ
ス
(
輩
)
・
サ
シ
マ
ネ
ク

(
摩
)
・
サ
シ
カ
ハ
ス
/
サ
カ
ツ
キ
(
接
)
・
サ
カ
ノ
ホ
ル
(
浴
)
・

サ
シ
カ
ク
ス
(
遮
)
・
サ
シ
シ
リ
ゾ
ク
(
輩
)
・
サ
ハ
ヤ
カ
ナ
リ

(
爽
)
・
サ
カ
サ
マ
ン
ス
(
倒
)
・
サ
カ
シ
マ
ナ
リ
(
逆
)

右
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
「
人
事
」
「
辞
字
」
部
の
相
違
点
や
共
通

点
は
、
自
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
部
分
i

例
え
ば
、

「
人
事
」
に
は
熟
語
(
例
一
致
粛
・
粛
龍
)
や
遊
戯
名
(
例
一
イ
シ
ハ

シ
キ
)
・
雅
楽
用
語
(
例
一
萱
越
調
)
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
「
辞

字
」
は
単
字
に
よ
る
も
の
が
主
で
あ
る
こ
と
、
両
部
と
も
原
則
と
し
て

音
訓
の
配
当
字
数
順
に
排
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
ー
も
あ
る
が
、
実
際

に
は
「
人
事
」
「
辞
字
」
部
の
収
録
語
全
体
を
対
象
と
し
て
検
討
し
な

け
れ
ば
、
明
確
な
こ
と
は
一
吉
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
人
事
」
「
辞
宇
」
部
の
全
見
出
し
語
を
対
象
と

し
、
特
に
所
収
語
の
語
数
や
注
記
と
い
っ
た
表
面
的
特
徴
の
差
異
に
注

目
し
つ
つ
、
字
類
抄
の
内
部
検
証
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
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三
、
先
行
研
究

先
述
の
ご
と
く
、
本
研
究
に
先
立
つ
研
究
は
乏
し
い
が
、

の
と
し
て
次
の
二
点
に
関
す
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

字
類
抄
の
「
人
事
」
「
辞
字
」
部
に
つ
い
て
の
研
究

古
辞
書
の
分
類
法
に
つ
い
て
の
研
究

類
す
る
も

A B A
に
つ
い
て
、
「
人
事
部
」
「
辞
宇
部
」
の
大
枠
を
示
し
た
も
の
は
各

種
影
印
等
に
付
録
の
解
説
を
始
め
と
し
て
既
に
幾
ら
か
存
在
す
る
が
、



い
ず
れ
も
任
意
の
語
を
対
象
と
し
た
概
観
の
域
を
出
な
い
。

ま
た
本
研
究
の
目
的
と
は
多
少
離
れ
る
が
、
両
部
を
対
象
と
し
た
も

の
と
し
て
峰
岸
明
氏
の
御
研
究
[
注
ニ
が
あ
り
、
特
に
次
に
引
用
す

る
結
論
は
、
字
類
抄
研
究
全
体
の
中
で
も
肝
要
な
指
摘
と
し
て
今
日
に

残
る
。
院
政
期
乃
至
鎌
倉
時
代
の
漢
字
片
仮
名
交
り
文
に
お
い
て
使
用
さ

れ
た
漢
字
は
、
『
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
』
各
篇
人
事
・
辞
字
両
部

所
収
各
項
目
に
採
録
掲
出
さ
れ
た
詰
漢
字
中
、
掲
出
第
一
位
の
漢

字
七
五
・
七
%
、
掲
出
第
二
位
の
漢
字
六
・
五
%
、
掲
出
第
三
位

の
漢
字
二
・
六
%
な
ど
と
掲
出
最
上
位
の
漢
字
に
集
中
す
る
の
で

あ
る
。

字
類
抄
の
意
義
分
類
全
体
、
ま
た
こ
れ
を
含
む
B
に
関
し
て
は
、

「
古
辞
書
に
お
け
る
意
義
分
類
の
基
準
」

(
築
島
裕
/
『
品
調
別
日
本
文
法
講
座
一

O
』
所
収
/
3
2
)

『
古
辞
書
と
国
語
』
(
吉
田
金
彦
/
臨
川
書
庖
/
ω
。
己
)

等
が
あ
る
が
、
主
に
先
行
古
辞
書
や
意
義
分
類
体
辞
書
と
の
関
連
に
つ

い
て
の
指
摘
で
あ
り
、
本
稿
で
は
参
照
す
る
に
止
め
た
い
。
[
注
二
]

以
上
の
点
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
本
研
究
で
は
改
め
て
両
部
語
棄
を

取
り
上
げ
、
分
類
整
理
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
「
人
事
部
」
「
辞
宇
部
」
所
収
語
の
特
徴

次
の
〈
表
一
〉
〈
表
二
〉
に
、
三
巻
本
『
色
葉
山
子
類
抄
』
「
人
事
部
」

「
辞
宇
部
」
所
収
語
葉
の
各
篇
見
出
し
語
数
、
配
当
語
数
等
の
基
本
情

報
を
示
し
た
。

口
凡
例

・
調
査
に
は
主
に
前
田
本
を
用
い
た
が
、
前
向
本
の
欠
け
る
部
分
は

黒
川
本
を
用
い
、
「
黒
」
と
記
し
た
0

・
「
人
事
部
」
の
見
出
し
語
数
は
、
雅
楽
関
連
の
用
語
に
関
し
て

は
、
複
数
語
の
掲
出
が
あ
っ
て
も
一
篇
あ
た
り
一
語
扱
い
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
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-
音
注
や
他
の
注
文
に
お
い
て
、
欠
損
や
擦
れ
な
ど
に
よ
り
判
読
不

能
な
も
の
、
注
と
し
て
不
適
当
な
も
の
、
ま
た
分
類
し
難
い
も
の

(
例
え
ば
「
見
左
部
」
(
サ
篇
を
参
照
せ
よ
)
な
ど
極
少
数
し
か

現
れ
な
い
形
式
の
も
の
)
に
つ
い
て
、
表
に
計
上
し
な
か
っ
た
場

合
が
あ
る
。
一
方
で
、
注
と
し
て
不
完
全
な
場
合
(
例
え
ば
反
切

注
の
「
反
」
宇
が
欠
け
る
も
の
な
ど
)
で
も
一
特
定
の
注
記
と
認
定

し
た
場
合
が
あ
る
な
ど
、
全
般
と
し
て
柔
軟
に
分
類
し
た
。

・
注
記
の
数
は
一
語
(
多
く
の
場
合
一
宇
)
に
複
数
が
付
さ
れ
る
場

合
で
も
一
種
の
注
に
つ
き
上
限
一
と
し
て
計
上
し
た
。
熟
語
や
仮

名
に
付
さ
れ
た
声
点
に
つ
い
て
も
同
様
に
処
理
し
た
。

・
「
声
点
・
漢
字
」
欄
は
見
出
し
語
の
漢
字
に
芦
点
が
付
さ
れ
た
も



の
、
「
声
点
・
仮
名
」
欄
は
そ
の
訓
(
読
み
)
の
片
仮
名
に
声
点

が
付
さ
れ
た
も
の
を
指
す
。

・
「
字
体
」
欄
は
「
イ
本
O
」
「
又
作
O
」「

O
正
字
」
等
の
注
記
を

総
合
し
て
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
黒
川
本
の
「

O
欺」

等
の
形
式
に
よ
る
よ
う
な
書
写
者
の
私
説
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に

つ
い
て
は
計
上
し
な
か
っ
た
。

・
「
意
味
・
用
法
」
欄
は
、
見
出
し
語
の
意
味
に
関
す
る
注
記
(
多

く
「

O
O也
」
の
如
き
形
式
を
と
る
も
の
)
を
指
す
。

例
一
「
穀
イ
ケ
リ
生
也
」
(
人
事
部
・
イ
篇
)

例
一
「
鋳
イ
ル
造
金
品
」
(
辞
宇
部
・
イ
篇
)

た
だ
し
次
の
「
熟
語
・
例
文
」
の
凡
例
に
示
す
も
の
は
除
い
た
0

・
「
熟
語
・
例
文
」
欄
は
実
質
的
に
は
右
の
「
意
味
・
用
法
」
欄
と

区
別
し
難
い
面
が
あ
る
も
の
の
、
便
宜
的
に
、
見
出
し
字
を

「l
」
で
示
し
つ
つ
語
句
や
例
文
を
載
せ
る
も
の
を
こ
こ
に
分
類

し
た
。

-4-

例
二
姪
【
平
声
】

i
欲
」
(
人
事
部
・
イ
篇
)

例
二
祖
(
イ
ヌ
)
日
月
!
是
也
」
(
辞
宇
部
・
イ
篇
)

・
「
関
連
語
」
欄
は
、
例
え
ば
「
辞
宇
部
」
(
イ
篇
)
の
「
射
」
の
項

目
に
「
飲
羽
」
注
記
(
『
韓
詩
外
伝
』
「
射
石
飲
羽
」
)
が
あ
る
も

の
な
ど
、
漢
籍
出
典
の
関
連
語
を
載
せ
る
も
の
を
指
す
。

イ
ム



一語あたり
音注 注文

篇 見出し語数 配当語数
の用語数 反切音ー 声点声点 字体意味熟語 出典関連語

漢字仮名 用法例文

イ 37 292 7.89 。。20 4 1 6 9 。。
口 4 5 1.25 。。 。 2 。。
J¥ 25 218 8‘72 。。19 4 3 5 9 。。
一 4 29 7.25 。。 3 。。 。。
ホ 17 72 4.24 。。4 7 3 5 。。
へ 6 20 3.33 。。4 2 。 3 。。
ト 13 39 3.00 。。 6 3 。 2 。 2 

チ 10 22 2.20 。。 2 。 2 。。 2 
1) 5 11 2.20 。。 2 。。。 2 。。
ヌ 4 14 3.50 。。 。。 。。
)~ 。 。 。。。。。。。。。
ヲ 17 166 9.76 。。 7 1 4 8 。 o I 
ワ 19 136 7.16 。。14 。 2 7 。。
カ 33 209 6.33 。。25 7 5 2 7 。。
ヨ 11 74 6.73 。。 5 4 。。 3 。。
タ 黒 29 207 7.14 。。。。 3 6 。
レ 黒 6 6 1.00 。。。。。 。 1 I 
ソ 黒 9 47 5.22 。。。。。。 3 。。
ツ 黒 24 189 7.88 。。。。。 6 5 。。
ネ 黒 11 81 7.36 。。。。 2 2 3 2 。
ナ 黒 21 133 6.33 。。。。 3 4 。。
フ 泉 5 8 1.60 。。。。 1 。 2 。 o 
ム 黒 7 42 6.00 。。。。 2 5 。
ウ 黒 30 248 8.27 38 2 。。 5 4 5 。
ヰ 黒 6 13 2.17 3 。。。。。 2 。。
ノ 黒 14 43 3.07 7 。。 4 。。
オ 黒 26 171 6.58 24 1 。。 1 3 6 。
ク 黒 32 96 3.00 14 。。 5 7 。。
ヤ 黒 13 90 6.92 10 3 。。 2 3 12 。。
マ 黒 28 138 4.93 16 6 。。4 7 。 2 
ケ 14 18 1.29 5 。。。。 3 4 。
フ 14 81 5.79 15 2 。。。 2 10 。。
コ 26 137 5.27 20 3 10 3 3 4 6 。
工 7 11 1.57 4 。。 5 2 2 3 。。
ア 15 28 1.87 3 。 3 2 4 。。
ア 32 191 5.97 27 1 11 5 4 12 9 。。
サ 29 137 4.72 21 。13 7 2 8 15 。。
キ 14 29 2.07 5 6 4 。 2 3 。。
ユ 10 63 6.30 12 2 7 1 。 3 

メ 黒 6 29 4.83 3 1 。。 2 。。。
.::. ・、 黒 12 75 6.25 7 。。。。 2 10 。。
ユノ 31 123 3.97 18 4 11 2 。 6 16 。。
ヱ 7 15 2.14 5 。。 2 2 。。。。
ヒ 15 42 2.80 4 。 4 2 。 6 2 。。
モ 16 33 2.06 5 。 3 2 2 3 5 。。
セ 10 27 2.70 6 。 3 。 4 。。。
ス 13 38 2.92 4 。 4 。 4 2 。。
計 737 3896 5.29 276 29 182 75 51 128 218 5 13 
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表

「
人
事
部
」

語
数
等



〈
表
二
〉
「
辞
宇
部
」
語
数
等

音注 注文

篇 見出し語数 配当語数
一語あたり

反切音ー 声点声点 意味熟語
の用字数

漢字仮名
字体用法例文 出典関連語

イ 69 426 6.17 2 G 21 12 4 11 23 1 

ロ 3 3 1.00 。。 1 。。。。。。
/¥ 67 390 5.82 。。15 20 3 11 39 2 。

19 151 7.95 。。 6 1 3 10 。。
ホ 22 196 8.91 。。 8 6 2 12 。。
へ 10 39 3.90 。。 2 。 。
ト 43 619 14.40 27 8 7 12 36 。
チ 11 66 6.00 。。 3 4 。 。。
リ 3 3 1.00 。。。。。。。。。
ヌ 10 64 6.40 。。 3 2 。 3 3 。
J~ 。 。 。。。。。。。。。
ヲ 38 275 7.24 。。 3 。。 5 25 。。
ワ 20 157 7.85 。。 3 2 3 12 。。
カ 125 883 7.06 。。31 24 8 23 90 2 。
ヨ 24 257 10.71 。。 7 3 2 2 13 。。
タ 黒 75 671 8.95 。。。。 7 8 35 。。
レ 黒 4 6 1.50 。。。。。。 2 。。
ソ 黒 27 172 6.37 。。。。。 5 26 。
ツ 黒 59 685 11.61 。。。。 6 22 58 3 。
ネ 黒 4 27 6.75 。。。。 2 3 。
ナ 黒 55 309 5.62 。。。。 4 14 14 2 。
フ 黒 3 6 2.00 。。。。。。。。。
ム 黒 22 131 5.95 。。。。 4 9 。。
ウ 黒 48 446 9.29 42 9 。。 9 13 42 。。
ヰ 黒 6 14 2.33 。。。 3 4 。。
ノ 黒 19 212 11.16 32 7 。。 2 9 29 。。
オ 黒 35 406 11.60 37 2 。。 4 10 36 。。
ク 黒 53 294 5.55 35 7 。 3 6 12 31 2 。
ヤ 黒 23 249 10.83 28 5 。。 3 5 14 。
マ 黒 52 414 7.96 51 5 。。 2 7 28 。
ケ 16 64 4.00 16 4 。。 3 7 9 。。
フ 24 208 8.67 30 5 。。 3 3 15 。
コ 50 312 6.24 49 7 12 14 3 14 31 。
工 6 40 6.67 3 3 4 1 2 4 。。
ア 7 7 1.00 4 。。 6 。 4 。。。
ア 96 817 8.51 86 11 35 17 7 20 61 2 。
サ 57 317 5.56 49 7 11 17 2 13 37 。
キ 25 185 7.40 22 11 2 2 5 21 。
ユ (黒) 24 135 5.63 15 。 3 。 2 14 。
メ 黒 8 88 11.00 12 。。。 。 9 。
~ 、 黒 19 175 9.21 16 4 。。 5 11 。。
ユノ 55 432 7.85 51 8 23 10 6 22 40 。
ヱ 3 11 3.67 2 。 2 。 1 。。。
ヒ 39 322 8.26 42 6 12 7 3 13 32 。。
モ 32 250 7.81 36 5 13 5 3 12 20 。
セ 13 77 5.92 8 3 5 6 2 5 11 。。
ス 35 351 10.03 38 3 9 2 3 10 29 。。
計 1458 11362 7.79 708 103 269 175 115 328 940 26 4 
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前
表
の
結
果
か
ら
、
ま
た
そ
の
補
足
と
し
て
指
摘
出
来
る
両
部
の
特

徴
の
差
異
を
観
察
、
分
析
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

開
刷
川
岡
幽
!
「
人
事
部
」
一
二
八
九
六
語
、
「
辞
宇
部
」
一
一
一
二
六
二

宇
と
い
ず
れ
も
大
量
の
語
を
収
め
る
。
単
純
な
比
較
は
無
意
味
で
あ

る
が
、
「
辞
宇
部
」
は
「
人
事
部
」
の
約
二
・
九
倍
(
以
下
、
数
値

は
全
て
概
数
)
の
語
葉
量
を
擁
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
辞
宇

部
」
語
葉
掲
載
に
費
や
さ
れ
た
紙
幅
か
ら
も
直
感
さ
れ
る
よ
う
に
、

字
類
抄
の
中
心
的
部
立
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

一
同
同
協
仇
初
防
阿
倍
レ
阿
序
「
人
事
部
」
五
・
二
九
語
(
雅
楽

用
語
を
除
い
て
も
約
五
・
二
六
語
)
、
「
辞
宇
部
」
七
・
七
九
字
で
あ

り
、
相
対
的
に
、
「
辞
宇
部
」
の
一
項
目
あ
た
り
の
配
当
字
数
の
多

さ
が
際
立
つ
。
こ
の
こ
と
は
「
辞
宇
部
」
語
棄
の
意
味
的
な
特
徴

(
比
較
的
抽
象
度
の
高
い
物
事
を
表
す
語
群
)
と
、
漢
文
訓
読
の
場

で
生
じ
た
一
時
的
な
訓
と
の
結
び
付
き
の
広
が
り
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

周
回
同
防
惰
械
悼
凶
臨
(
前
表
で
は
省
略

)
l先
に
も
述
べ
た
通
り
、
「
人

事
部
」
は
雅
楽
用
語
を
収
録
す
る
が
(
三
四
篇
に
延
べ
一
九
八
語
を

収
め
る
)
、
こ
れ
ら
は
全
て
二
字
以
上
の
熟
語
形
で
あ
る
。
「
人
事

部
」
全
三
八
九
六
語
か
ら
こ
れ
ら
雅
楽
用
語
を
除
い
た
延
べ
三
六
九

八
語
中
で
は
、
単
字
三
五
九
八
字
、
二
字
熟
語
九
六
語
、
三
字
熟
語

四
語
で
あ
る
。
対
す
る
「
辞
宇
部
」
は
ほ
ぼ
全
て
単
宇
に
よ
る
が
、

次
の
一
例
が
例
外
と
な
る
。
(
傍
線
筆
者
、
以
後
同
様
)

「
稗
ク
ラ
オ
ロ
ス
税
卸
巳
上
向
卸
鞍
同
」

(
黒
川
本
・
中
七
八
ウ
)
[
注
三
]

開
凶
(
前
表
で
は
省
略
)
|
両
部
と
も
三
字
の
語
形
が
多
い
が
、
こ
れ

は
「
イ
ヤ
シ
」
「
ホ
コ
ル
」
(
人
事
部
)
「
ヨ
ハ
シ
」
「
ト
ナ
フ
」
(
辞

宇
部
)
の
よ
う
に
、
動
詞
や
形
容
調
の
終
止
形
に
三
字
の
も
の
が
多

い
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
六
字
以
上
に
な
る
と
「
カ
タ
チ
ミ
ニ
ク
シ
」

「
マ
コ
ト
ナ
ル
カ
ナ
」
(
人
事
部
)
「
サ
カ
シ
マ
ナ
リ
」
「
ナ
カ
ヨ
リ

サ
ク
」
「
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
」
「
カ
ル
カ
ユ
へ
ニ
」
(
辞
宇
部
)
の
よ
う

な
連
語
や
句
(
多
く
漢
文
訓
読
語
)
、
形
容
動
詞
に
偏
っ
て
い
く
の

も
、
自
然
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
両
部
と
も
、
字
数
に
よ
り
次
第
さ

れ
る
点
は
先
行
研
究
に
も
指
摘
が
あ
る
が
、
必
ず
し
も
原
則
に
従
わ

な
い
例
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
排
列
の
揺
れ
で
あ
る
の
か
語
形
の

誤
記
で
あ
る
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
(
左
例
参
照
)
。
ま

た
、
二
形
以
上
の
掲
出
が
あ
る
場
合
、
必
ず
し
も
配
当
音
訓
字
数
の

少
な
い
も
の
を
第
一
掲
出
語
形
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
も
留

意
が
必
要
で
あ
る
。
更
に
「
ホ
ツ
ス
(
欲
)
」
「
シ
ョ
ウ
ス
(
稽
ど

の
よ
う
な
特
殊
音
素
を
含
む
サ
変
動
詞
は
原
則
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
文

字
数
を
基
準
に
三
字
、
四
字
の
語
と
並
列
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、

や
は
り
排
列
の
乱
れ
が
確
認
さ
れ
る
。
な
お
、
字
数
の
変
わ
り
目
に

は
改
行
な
い
し
星
点
の
付
さ
れ
る
の
が
原
別
で
あ
る
が
(
黒
川
本
は
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星
点
な
し
て
ま
た
少
な
か
ら
ず
誤
脱
を
有
す
る
。

白
人
事
部

-
リ
(
利
)
↓
リ
ヤ
ウ
(
令
)
↓
リ
ツ
(
律
)
↓
リ
ヤ
ク
(
略
)

・
レ
イ
(
例
)
↓
レ
ム
(
簾
)
↓
レ
イ
(
礼
)
↓
レ
ツ
ス
(
烈
)
↓
レ
イ
(
隷
)

-
エ
ン
(
縁
)
↓
エ
ン
(
宴
)
↓
エ
ツ
ス
(
謁
)

↓
エ
ム
ス
(
鑑
)
↓
エ
イ
(
厳
)
↓
エ
セ
ジ
(
否
)

口
辞
字
部

-
ホ
コ
ロ
フ
(
綻
)
↓
ホ
シ
イ
マ
¥
(
恋
)
↓
ホ
カ
ラ
カ
(
朗
)

-
ナ
カ
ス
ハ
リ
(
修
)
↓
ナ
ム
タ
ク
ム
(
捨
)

↓
ナ
ク
サ
ム
(
慰
)
↓
ナ
タ
ラ
カ
ン
ス
(
巧
)

・
ウ
チ
ハ
ヤ
シ
(
遁
)
↓
ウ
チ
タ
へ
(
靴
)
↓
ウ
チ
ワ
タ
ス
(
漂
)

・
ク
ハ
タ
ツ
(
企
)
↓
ク
ツ
ロ
ク
(
完
)
↓
ク
ワ
ツ
(
決
)

↓
ク
サ
キ
ル
/
ク
サ
ト
ル
(
転
)
↓
ク
¥
ミ
ル
(
暗
)

-
シ
カ
ウ
シ
テ
(
車
偏
+
居
)
↓
シ
ナ
¥
¥
ン
ス
(
蝶
)
↓
シ
ワ
サ
マ
(
ニ
)
ス
(
為
)

・
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
(
速
)
↓
ス
ヘ
ラ
ク
/
又
ス
ヘ
カ
ラ
ス
(
須
)

↓
ス
ク
ヨ
カ
ナ
リ
(
健
)

間
国
|
反
切
注
ま
た
「
音
」
の
形
で
示
さ
れ
る
同
音
注
は
両
部
と
も

ウ
篇
以
降
に
飛
躍
的
に
多
く
現
れ
る
が
、
こ
れ
は
三
巻
本
に
先
立
つ

形
態
で
あ
っ
た
二
巻
本
の
下
巻
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
こ
と
と
の

関
連
で
あ
ろ
う
。
音
注
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
韻
書
や
漢
籍
注

等
か
ら
の
体
系
的
な
引
用
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
、
そ
れ

が
全
篇
に
亘
ら
な
い
こ
と
か
ら
は
、
音
注
の
類
が
編
纂
過
程
の
終
盤

に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
漢

字
に
付
さ
れ
た
声
点
は
「
人
事
部
」
一

八
二
語
、
「
辞
宇
部
」
二
六
九
語
、
仮

名
に
付
さ
れ
た
声
点
は
「
人
事
部
」
七

五
語
、
「
辞
宇
部
」
一
七
五
語
で
あ

り
、
若
干
「
人
事
部
」
の
差
声
率
が
高

い
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
(
下
表
)
。

回
同
附
附
同
困
l
筆
者
は
以
前
、
三
巻
本

字
類
抄
の
出
典
名
の
有
無
に
つ
い
て
述

べ
た
こ
と
が
あ
る
が
[
注
四
]
、
そ
の

中
で
、
本
書
中
に
出
典
注
記
が
残
さ
れ

た
例
に
つ
い
て
、
同
音
異
義
語
の
存
在

と
の
関
連
を
指
摘
し
た
。
一
語
あ
た
り

の
用
字
数
が
多
い
「
辞
宇
部
」
に
比
較

的
多
く
の
出
典
注
記
が
現
れ
た
こ
と

は
、
こ
の
こ
と
と
翻
酷
し
な
い
結
果
で

あ
る
。ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
、
下
表
に
各

部
の
注
記
の
比
率
を
示
し
た
が
、
「
熟

語
・
例
文
」
数
は
「
人
事
部
」
一
一
一
八

(
約
一
八
語
に
一
語
)
、
「
辞
宇
部
」
九

音注 注文

反切 音-
声点 声点

字体
意味 熟語

出典 関連語
漢字 仮名 用法 例文

人事 276 29 182 75 51 128 218 5 13 

% 7.08 0.74 4.67 1.93 1.31 3.29 5.60 0.13 0.33 

辞字 708 103 269 175 115 328 940 26 4 

% 6.23 0.91 2.37 1.54 1.01 2.89 8.27 0.23 0.04 
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四
O
(約
一
二
字
に
一
宇
)
と
、
や
は
り
「
辞
宇
部
」
に
多
く
出
る

結
果
と
な
っ
て
お
り
、
一
つ
の
見
出
し
語
へ
の
配
当
漢
字
が
多
い
こ

と
に
伴
っ
て
、
一
宇
一
宇
に
つ
い
て
の
注
釈
の
必
要
性
が
よ
り
大
き

か
っ
た
も
の
(
ま
た
編
纂
者
が
そ
の
よ
う
に
意
識
し
て
い
た
も
の
)

と
考
え
ら
れ
る
。

玉
、
課
題
と
展
望

以
上
、
字
類
抄
「
人
事
部
」
「
辞
宇
部
」
収
録
語
の
基
礎
調
査
結
果

を
示
し
、
両
部
の
特
徴
や
所
収
語
葉
の
表
面
的
差
異
も
明
ら
か
に
し

た
。
多
く
は
直
感
の
裏
付
け
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
注
記
の
数
な

ど
で
特
に
両
部
に
差
異
の
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
に
関
し
て
は
、
他

の
部
と
の
比
較
で
な
お
明
ら
か
に
な
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

冒
頭
に
掲
げ
た
「
人
事
部
」
の
用
例
の
う
ち
「
イ
ヌ
/
又
ヌ
/
イ
ネ
タ

リ
(
寝
ど
の
よ
う
な
も
の
は
、
如
何
な
る
基
準
や
方
針
で
こ
の
語
形

が
掲
出
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
や
、
所
収
語
の
「
意
味
の
差
」
に
つ

い
て
も
重
ね
て
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
稿
を
改
め
る
こ
と
と
し
た

'
L
V
 

な
お
、
排
列
や
方
針
の
乱
れ
が
見
ら
れ
る
部
分
で
も
、
そ
れ
が
全
体

か
ら
見
て
僅
か
で
あ
る
場
合
は
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
写
本
の
誤
記
や
原

本
の
過
誤
の
類
と
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
が
、
(
我
々
現
代
の
目
か
ら
見

た
)
不
統
一
が
全
体
に
亘
る
場
合
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
意
識
や

意
図
の
な
か
っ
た
も
の
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
「
不
統
ご
で
は
な
く
「
意
識
の
有
無
」
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と

で
、
よ
り
正
確
に
当
時
の
辞
書
編
纂
方
針
に
迫
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ょ
う
。

[
注
ニ
「
『
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
』
人
事
・
辞
字
両
部
所
収
漢
字
の
性

格
に
つ
い
て
(
上
)
(
中
)
(
下
)
」
(
「
横
浜
国
立
大
学
人
文
紀
要
第

二
類
語
学
・
文
学
」
出
・
岩

/

3
ま
・

3
∞
吋
)
。
ま
た
峰
岸
氏
に
は

「
宇
類
抄
の
系
譜
(
上
)
(
中
)
(
下
)
|
人
事
・
辞
字
両
部
所
収
語

の
検
討
を
通
し
て
|
」
(
「
国
語
国
文
」
出

(
S
i
c
-
)
/

-
混
と
な
る
御
論
考
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
異
本
の
比
較
調
査
を
主
眼

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
字
類
抄
の
意
義
分
類
変
遷
に
つ
い
て
は
三
宅

ち
ぐ
さ
氏
に
も
御
論
考
が
あ
る
。

[
注
二
]
吉
田
氏
(
「
詩
苑
韻
集
の
部
類
立
て
と
色
葉
字
類
抄
」
/

『
本
邦
辞
書
史
論
叢
』
/
三
省
堂
/

3
ミ
)
は
、
天
理
図
書
館
蔵

「
平
安
韻
字
集
」
(
仮
称
)
の
分
類
と
字
類
抄
の
分
類
の
酷
似
す
る

点
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
築
島
氏

(
3ヨ
)
に
、
そ
の
先
後
関
係
の
極

手
に
欠
け
る
と
の
御
批
判
が
あ
り
、
筆
者
も
築
島
氏
に
従
う
。

[
注
一
二
]
観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
も
「
卸
鞍
ク
ラ
オ
ロ

ス
」
(
僧
中
七
二
)
と
あ
る
。

[
注
四
]
「
先
行
国
書
と
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
の
関
係
l

『
和
名
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類
来
抄
』
を
中
心
と
し
て
l

」
(
「
日
本
語
学
論
集
」
∞

/
ω

。-M
)
、

「
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
と
『
和
名
類
来
抄
』
の
関
係
『
式
』

注
記
を
通
し
て
l

」
(
「
国
語
と
国
文
学
」
き
心
/

M

O
己
)

[
付
記
]

・
本
稿
は
、
日
本
語
学
会
二

O
一
四
年
度
秋
季
大
会
研
究
発
表
会
(
於

北
海
道
大
学
、
大
会
予
稿
集
一
二
二
一
二

O
頁
)
の
発
表
内
容
の

前
半
部
分
に
修
正
を
加
え
た
も
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